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江上波夫編「西アジア1」
世界考古学大系第／0巻、本交3ユ3ページ、原色版6図、

グラビア版■38図、本文挿図47㌘図、古代西アジアの

編年2図、遺跡分布図、参考文献9ページ、平凡社刊、B

B5、■954年i月、定価1000円。

　ここ3N4年、「オリエント。ブーム」という

書葉がきかれた。このブームといわれるものの実

体は、古代オリエントの文化三門を展示する会が

あいついで開催され、オリエントにかんする翻訳

書や著馨の刊行渉盛況を呈し、さらに当地方への

わが圏はじめての学術調査田が派遣されたことな

どにあろうかと考え．られる・展覧会は、昨年ひら

かれた下期的な「ペルシア美術展」につづいて、

エジプト展も企講されているときくe．いっぽう学

術調査も嘱前年にひきつづいて、あるいは新しい

計画のもとでおこなわれようとしている・オリエ

ント・ブームは、たんなるブームに終ったのでは

なく、本格的な研究の前奏由として、研究を椎進

ずる役割を果したかのように齢もわれる。

　このよう海時期に、江上波夫氏の編集になる、

「西アジアIjが、糧1界考古学大系の第／0巻と

して出版されたQ本四はメソポタミアを申心とし

イラン、アナトリア、シリア、パレスティナを含

めて、1β石器時代から、メソポタミアではイシン・

ラルサ時代、隣接地域では青銅器時代初期まで、

すな妻つち太古からほシ寄前第3千年紀までをとりあ

つかっている。凡例でのべられているように、

「西アジアにおける、このような古い年代の歴寅

や文化を鳶古学的に販1）扱った専薯は、わが国に

はかってない」のである。たしかに一つの記念す

べき成果というべきであろう。

　編禦者の江上氏は、とくにここで紹介する寮で

もなく、東京大学のイラク。イラン遺跡調査団の

響町であって、臼本人として西アジア古代文化の

遺跡をはじめて発掘した学春である。また他の執

ti者も、大部分は、その調査団のメンバーとして

あるいは各種の曝覧会に嘉ける指遡者として活躍’

された人びとであるから、たとえ専門が西アジア

考古学、あるいは禰アジア古代更でないとして屯

古代オリエントにかんする彰古学の知識や経験と

いう点からいえげ、現在の日本の学界においてほ

有数の人たちであろう・したがうて、わたしたち

は、本書をもって、日本における西アジア考古学

の水準を示すものと、いちおう考えてよい。、

　下半の蝦成を簡単にのべると、はじめに、江上

氏が「オリエント文明の源流」と写して、メソポ

タミア女明の成生渦程を、すなわち本甲でとりあ

つかう時代を概観している。ついで詳述にほい夢

数人の執筆者が、旧石器時代、中石器時代》よび

ジャルモ、ハッスナ、ハラフ、ウバイド、ウルク

の文化と、これに併行する近接地域の諸文化の門

跡と遺物を解説しな淋ら、　「狩猟採’纂生活かち：1縫

隷牧畜生活へ」腰開してゆく姿をえがこうとして

いる。次のジェムデト・ナスル期から初期王朝時

代、アヅカド王朝蒔代、縣シュメル時代にかけて

は、「階級社会の成立jというテーマのもとに、

数人の執筆者が谷時代の門跡、遺物を詳述し、そ

のあとで醜第3千年紀における堅地申海域の：交：化

をのべ、最後に西アジアの入稲問騨に絹当のスペ

ースをさいている。

　西アジアに薄ける、この時代には、生産経済の
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莞生、都市の形成、階級の分化、圏家の成立とい　教文書を参照しながら、これらの材料から、まず

うような、歴鍵土の電要な諸事件があいついで起　当時の宗教を復原することである。そして、その

った。これらの諸事件を骨組として、この時代の　宗教のあり方を検討することによって、シュメル

働きを、衡洋学暑の諸見解を粗述しながら、多数　交化の性格を解明する一つの道が開かれるものと

の図版と編年表をもちいて、具体的に、理解しや　考える。本欝にみられるような、遺跡、i三物を解

すく叙述しようとしたところに三門…蓄の苦心のあ’回すれば、それで文化を述べることぶできる、と

とがみられる。近年とくに増加した、旧石謡時代　いう理解の仕方は、十分に検討されねばならない。

と中石器時代の資料が丹念に簗められ、さいきん　初期王朝期以降において、小株、懸両氏の記述が

論職の的になっている履耕牧畜の発生にかんする

諸疑、解が、整理された形で紹介されている。オリ

ジナルな写真による図版も、鮮…明で美しい。これ

は、かってH本で出版された。複写による図録や

全繋ものにはみられない優れた点である。

　本霧はこのように、西アジア考古学の概説書と

して、あるいは入門馨として、親しみやすい形に

まとめられていう。著者たちの、テル・サラサー

トにおける発掘の経験が、西洋学界の成果を、短＝

蒔臼で摂取し、理解しやすい彩で呈示することを

可能にしたのであろう。しかしながら、こんご研～

究を進めてゆくうえに、四過できない重要な聞駆

もいくつか含まれている。以下その点にふれてみ』

・たい。

それぞれ建築史、美衛史にたよって、鳶古学から

離れる傾向がみられるの屯、交化にたいするこの

ような理解の仕方に、その原因が求められるであ

ろう。また、この時代にかんする江上氏の概観が

文献輿的にな？たのも、この傾向と無関係ではな

いとお・竜われる・記述が建築史的、美術喫的にな

るのは、図版を選択するとき、建築選購や彫刻品

に重点がおかれる結果でもあろう力気美衛史的な

欄面の三三は、展覧会のさいにも、しばしば見う

けられるところであって、一考を要する。

　女明⑳形成期に・メソポタミアが他の地域とど

のような三三を竜っていたか、について説明がな

いの腫物足りない。茜アジアが交明の発祥地であ

ったことは、現在ではおそらく何人も認める事実

まず第一に・本書でのべられている文化の内容iであろう・これは西アジア考古掌が、最近三＋毎

に疑聞がある・叙述の三歳は、各時期について、i問に発言した大きな成果であろ。しかし、ジェム

寮ず｛固々の町回を解説し、つぎにそれらの遺跡か；デト・ナスル期におけるナイル河文明との、初期

ら発兇された）・9S物を説明してsこれに「…鱒期i王朝期におけるインダス河文明との交流が証明さ

（あるいは時代）の文化」という表題をつけると1れたことも、この聞における重要な成果であって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
いう体裁をとっている。全巻をつうじてこの形式iこれらの諸文明との交渉をつうじて、メソポタミ

であるから、これ力編集方針であるらしい。たとiア文明はいっそう豊かになったのである（．他の諸

えば初期王朝賦の刻ヒ肋いては・とくを三二如駐の閣係について・また西アジア徹明の相

判係麟も魏謝ると、神殿、神像、冬L驚這関灘ついて、粉鰭慮が払われて臆ぱ

鞭照門、鞠搬どカ・、それぞ洲1個二巴猷蘇の編職で溜めら編。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オされている・しかるに、これらの鵜と建勘司鋤確、古代西アジアの編年：旅ついて一言

戯し綜靴の糠ついて蹄とん副じ凝鰍・の表は・あ・鋤の鯛につい

れてい加・つ駒遣励解説嬢わ・ている司て二人の糖がど鉱うな実年代をあてたか・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
粘学臆いても・その融とするとこ駄更・割を材糧し・著徹／駄の轄の編年が・畷
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ鋤砂に、古代葱アジアの編年取恥・て一需｛るだけである壌年代考定職蕪礎となっている・
して麺たい．この鮒、ある鋤略瞭つ司K。mm。，。b卿位鰍の決fiE　bc　v，たる醜、

て激人の学者、，どの、う艘敏をあてたか■T．」a。。、、e。の王鍼囎究、，．、D。1。ugaZ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
を欄とし瀦加砿の轄の編働・ら一表ゆ堆網の趣鳳御定方法など｝こついて蝋
を組みあげて、各編年の差異が一見してわかるよi明が厭しV・　・算定の基準が示されていないために、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ
う蘇熱て矯・編靭問騨・古代喫をと転実年働考獣・麗蓬燃ず御が騨しにく
あつかうさ嚇顧要であって、それには文化の｝いであろう．猷蘇鮒る実矧肋瀧焦他

前後闘係、すなわち相対年代の決定と、実年代の1の地域との隔係を考嘆ずるうえに、もっとも重要

考定という二つの聞応がある。メソポタミアの、縁要素の一つ疎る．たとえば、Ha和田u職bi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
いわゆる先史：交化にお・ける楓対年代については、げ）即位隼代渉蘭／8世紀内にあったとみとめられ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
騨春醐継し誤翻加・した力二・硯御るよう織・たのe’3・19‘。ご靴のこと麟・て

では、西アジア沓地における同一の、あるいは類｝ユ940年の繭と後では400〃500も引下げられ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
適した文化の聞に、どのような併行関係があるかiるという変動があったQおそらく、この間題は・

それ醐年の鎚をもつかという点醐鋤中富晒アジア：田でtheit．さ姻戚とr磯さ悩が、

・雛轡…欄にみ獺楚・禰｛ついでに鱒楓・の変化に・・て論

方磁・各学者の考定した実敵の差識よび訓のシリアの醗騰にかんす獅識力嚇獣幌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る剛域に融ける遺跡根互間の層位の閣係は比ξ｛麺炉されたといわれるへこういう場合があるから、輿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
よくわかるが、たとえばメソポタミアのあるVZ化i年代をあてはめるときには、こんご熱しい資覇が

と、イランのそれに類似した家：化との関藻がどう：発見されたとき、どの方向に、どのていど変化ナ

か・いう礪鷹とわ醐・巌窟の刷流玉性・嚇か、つ紘その年代・謄搬

年の根倒を十分に検討して、もっとも妥当性があ

ると判断される編年を一つだけ婁示し、有力海瀞

拠をもつ異説力な津）れ．嫡f、そiしを付記づ眺るとvaう方

法をとれげ、諸：文化の1焉係を毒つと理嘉しやすい

讃にで窒たのでは費：いかと踏もわれる。

　また、この編年のうち、実年代が年えられた機

｛越は、ジャルモ融融など新石器文化初顎の武代に

ついて、C14の滴定結果が本文中にあげられてい

の確実さをもって決められているかを明確にする

必要がある。編年に滋ける確かさの闘題け：、こと

に粗：界：考古学大系という形で、世界の古イ続二交：嚢二を1

網羅するような場合には、：各地域にお・ける年代の

相互閃係を比較すう　えにも電要であろう。発行

擁予定されている晒アジア瑚で1歳・編年の根

麺についても、ぜひ説明していただきたい・・

｝　　　　　　　　　　　　　　　（小野山　節）


